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人
が
間®

ビ
す
.る
の
ば
がS
る
外
的̂

表
示
^

^

; 

た
る
*

際
的
の
强
制
カ̂
^

も

ぅ

寧

ろ

が

公

る

银

制

ガ

-
一 

蚝
何̂

^

社
«

に
敝
興
が
れ
る‘把
と
云
ふ» '
^

|

 

9
.

今
こ
/
に

'̂
K
-ル
^

ァ
ー
チ
ル
ヶ
‘
と

を

對

立

を

ぜ

て

凫
 

:
ケ
ぐ
し
、
.
前

者

が

V

I
ソ

ー
匁O

u
s
s
w
a
l
l

の
社
會
契
，約
® 

と
類
似
せ
る
に
對
'じ
.て
、
後
恶
ば
鄉
會
連
帶
責
任
說
を
：
.

| 

:» '
.へ
.て
©

る
。

コ
ト
ゲ
が
il
f
l
#ょ
り
もt

辱
ろ
個
人
を
尊
：
.
.
.

|

-*
 

.,
 

. 

.
 

■
 

'
'
,
 

ン：こ

重
せ
る
に
»

し
て
V
デ
ュ
\

ヶ
ム
は
社
會
のpersonality- 

?>
•
高
t

て
個
人
务
沒
^

し
，て
居
;4
.。
•.
是
等
兩
蓊
の
何
へ
，

| 

^ ;
於

藤

で

あ

を

か

、
，
一
へ
々
論
評
し
妒
展
る
餘
裕
が
な

.ぃ
。
.一 

砹

ち
^
强

制

办

其

の‘

&
に

就

い

て

少

し

ぐ

■

し

て
.
 

而
し
て
其
の
^

つ
て
生
ず
る
所
以
?:
明
か

^
し
た
ぃ
ぐ
し

_
 
ふ 

6:ノ 

, 

.
-
/
:
' 

し

,
■:
■
.
-
.

y
」
：
.

.

六

'.

> 
 ̂

.ノ
 

■*■

...

:

、

.敗
十
四
#
 

.

(

ニ
1
3$:
'

;

'

_綠

.
社
會
吖
强
龇
ガ

.

.

上
漆
甘
る
コ
1

ル
の
示
す
社
會
の
强
制
力
三
種
以
外 

に
_

じ
ぐ
社
會
e
し
兮
の
強
制
力
：

S;
*.:

る
。
慣
#

や
因
，
 

襲

等

の

緒

朵

、
，
―

し
-

^
社
^

^
對
し
て
何
等
ゆ
^ '
« 

裁
が
#

い

に

ん

拘&

¥
一#

©

责
任
議
を
修
す
等
が 

そ
れ
で
负
る
々
.デ
ュ
^

グ
ム
柄
«

の「

齒
殺
諭
匕
^

:

^
 

て

自

殺

に

は

；三
' つ
0
糧
_

炉
あ
る
ミ
し
て
居
る
‘
。

f
 

利

己

的

、
變

則

的

，
及

ば

利

他

的

の

1

1

1で
4

る
.ヮ
#

已

、 

_
©,
苜

殺

^

芬
ふ0;
;

は
、「

幕

の

個

人

の» '
ず
る
»1
體
が」 

其
の
肴
ぱ
鮮
す
る
勢
汸
を
^

先
し
て
、
.
最E

f
w

の
者
の 

連
帶
寰
任
が
.な
く
な
ぅ
、
而
も
他
の
强
大
な
る
社
會
R 

依
ク
て
是
も
觀
抗
す
ぢ
^

^

な
い
も
办
麻
自
殺
ず
る
.
 

場
合
の
如
き
で
あ
る

。

»

則
^
61
'

^'
ビ

云
ふ
の
ば
、：

例
.

• 

か
ば
經
，濟

的

恐«
の
如
&
個

人

に
®
す
る
社
#
の
■

，則
へ. 

的
支
配
が
不
時
餘
ら
■れ
位
.時
'に
®

^

自
殺
，で
も
る
マ

し

‘ 

利
他
的
自
殺
.ミ
云
ふ
0
は
名
#

に

對

す

る

泰

仕

办

如

.き 

が
を
れ
で
あ
％

'是
等
の
.自
殺
0
^

^
0
'依

.
っ

て

坐
1>
'
.
- 

も

明
a
、
並

淡
'に

社
t
勝

何

等
^

の
：行

爲

に

對a

t
、
刑

第
九
號

1

四
-

1



vr孤 ^ 依 翅 獅 部 产 飞

' 八:I

,

锻

十

姻

雅(
n
l
l
d

六)

，
.
雜

.錄
■'
.

社
脅
の
强
側
力 

罰
を
行
は
な
け
わ
ば
な
ら
な
い
斯
以
：は
何
で
あ

る

か
。
'
;

 

<肌
ち
個
人
/

yj

し
て
it
#

ビ
相
反
す
る
意
思
表
示
を
.有
し
.
 

:
9居
务
か
ら
に
外
な
ら
‘な

5
。
^:
ュ̂

ヶ
"ム
：が

個

人

心

を 

"贬
細
胞
に
比
較
し
て
乙V

に
'偉

大

を

る

社

會

心

仏

建

設 

じ
た
の
は
，
す
で
に
'ゲ
）

ル
：ク
も
指
摘
し
セ
居
る
へ
や
ぅI 

'に

，

問

違

づ

‘れ

類

推

で
*,
る
，
：
S云
は
な
げ
れ
，成
な
ら
.な

ノ
 

'い
。所
謂
偉
大
な
る
天
.才
に
關
す
る
間
題
は
勸
(;
;
-險
ィ
、i

 

:(

ゲ
1

ル
^ ,
の
著
書
第
六
章
デ
.ュ

Q
f
f
i
f
f 

\ 

「

る
觀
提
參
照
。)

前
述
せ
る
や
ぅ
^
奴
る
個
^ '
'
がS

#
,

全

\ 

體
に
對
し
て
反
對
0
企
圖
を
.抱

ぐ

が

：云

上

事

實
_

、
：少
.| 

く

と

も

社

會.か

つ

て

の

侧

八̂
非

す

し

.て、

個
入
'あ
，つ
- 

て
の
ft
食
で
あ
る
.

M

 

e
を
語
る3

P

の
で
'は
な
^;
が
々
砮|

 

し
社
會
R
對

し

で

不

平}
^
:を
有
じ
消
觀
的
態
度
を
採\ 

.

.る
な
ら
ば
、
其
の
も
吵
は
自
殺
、I

—

デ
ュ
■

■̂
ヶ
.ム
0
宏 

,
,

ふ
第
ー
：.の
‘湔
_

の
良
殺
ミ
な
タ
て
現
れ
、
穰
極
的
態
度
へ 

R

W
づ
る
者
は
^

1

、̂
デ
ラ
ル
.ヶ
、ム
0;
擧
ぐ
名
邢
锨
に
,
 

依
つ
て
社
會
.的
の
强
制
ヵ
.を
受
け
る
や>fS

に
，な
る
だ
ら

第
九
摅
,
,1

四H

>
フ
.ク
是
等
ば
何
れ.
^g

會
：ゆ
强
修
ガ̂
對
じ
て
否
認0
 

態
® '
^

表
す
る
も
の
で*.
る
0
,
然
る
に
他
方
之
化
反
じ 

七
.社
# ,

塞

制
*

を
每
訟
し.
て
、
.茆

も

自

殺

め

行

動

を 

敢
て
.す

夺

も

の

於

ぁ
.る
ッ
即
ぢ
前
に
述
べf2
憤
習
、.因 

籍
、
象
し
ぐ
は
各, #

心
等
の
：結i

を

行

ふ

.
'
も

の

で

ぁ 

;̂
''
o
;

, 

V
れ
は
社
會
じ
倒
す
ぞ
恐
樣
若
し
く

は
.宗

敎

的

信 

,
,念

から

，

己

を«

却

し« :
#

'の

强

制

力

に
M

從

ず

る

-
も

.

.の〉

で

翁

る“

■,
,
■:

ス

,.
、
，

,

.

'. 

'

.

,
.
斑
上
#

論
述
に
侬
つ
て
も
略
令
明
か
な
る
が
如
く
、 

.翁
會
^

强
制
ガ
は
個
人
^
依
づ
セ
楚
認
さ
れ
る
£-
'VJ.

も

」

积
れ
ぼ
、
夜
！S

さ
れ：；

る
；こ
と
も
ぁ
る

。
。

又
.そ

れ

が

自

覺

/ 

.

.

.

. 

:
' 

•
.

-

的

に

な

さ

る

、

こ
S
も
あ
れ
_

、
無
自
徵
的
^
な
さ
る 

V
こ
：ミ
も
办
る
、

是
等
，の
事
實
は
.そ
，も
.
^
-何

を

語

.
を 

の
1?
ぁ
£

ぅ
か
1:
°
是
等
の
事
實
と
文
化
發
展
0
過
稗
ビ 

办
間
に
何
等
か
の
關
係
はW

い
f

5
か
。
以
下
此
の 

疑
問
に
就i

'

て
少
し
ぐ
論
及
し
本
論
文
を
完
結
し
れ
い 

1
.ふ

.

..。

i

i

T

• 

.

:

炖
の
問
題
を
浄
.派
す
る
己
^
ば
到
底
現
在
佘
の
カ
の 

及
ぶ
ミ
乙
ゐ
で
な
い
。
._今
は
唯
極
め
て
抽
象
的
に
大
體 

の
傾
向
を
論
す
る
に
止
め
て
置
く
。

： 

.

.■
 

先
タ
問
題
は
原
始
人
化
對
し
て
起
る
ベ
&

辔
で
あ
,'
.
 

る
。
此
の
點
に
就
い
.て
は
余
は
寧
ろ
デ
ュ
ル
ヶ
ム
の
考
察 

を
尊
童
ず
る
。
原
始
人
^0
生
活
ゆ
何
等
倜
人
0
人

寥
 

考
虛
す
る
と
乙
ろ
，な
く
、
全
社
會
刚
■

の
爲
め
：K .
は
其 

0
强
'制

カ

に

對

し

て

無

自

覺

に

服

從

し

で

：，居

た

。
，
若

し

：.，
 

個
人
が
此
の
^

、
に
發
達
し
た
ど
す
る
な
ら
ば
、
s'
ら 

く
デ
ュ
ル
ヶ
4
の
示
ず
が
如
<:
'
、
個

人

心

は«:
#

心
の
一 

要
素
で
め
る
に
過
を
な
が
つ
た
ら
ぅ
.
C.
宗
敎
的
畏
敬
の 

念
は
常
；i

偉
大
な
る
■も
の
異
^ ;
な
るt

P

の
に
對
し
て
拂 

■ゆ
：れ
，
典
の
前
に
は
絕
對
敗
に
提
鹏
し
、>
其
の
行
動
は 

.I

に
本
能
的
衢
動
及
侬
つ
て
支
配
さ
れ
.、
少
し
の
反
省
-
 

9

へ
行
は
れ
な
い
ド
蓋
じ
^

^
人

類

生

：活

の

本

能

的

衝 

動
生
活
サ
あ
，つ
て
>

現
.花
^
雖
ぎ
«
の
生
涟
を
支
配
す

& 

と
極
め
て
大
で
あ
4
。
此
の
揚
合
社
會
の
强
制
カ 

は
絕
對
で
あ
る
。殆
ど
‘そ
れ
を
強
制
力
：ど
意
識
し
な
い
。 

恰
む
個
人
心
の
內
^
あ
つ
て
存
在
し
得
ぬ
精
神
細
胞
が 

除
却
さ
れ

る
.ビ
等
'D
•く
其
の
個
人
は
沒
却
S
れ
る
の
で 

あ
.る
o 

.

然
る
に
人
類
砂
生
活
過
程
は
同I

の
狀
態
を
何
日
 ̂

で
，.も
維
持
し
得
な
か
つ
た
。
即
ち
祉
會
の
强
肌
カ
に
對 

す
る
是
非
當
不
當
の
判
斷
を
卞
す
や
う
に
な
つ
れ
：

> 

此 

の
.點
か
ら
見
て
コ
1

ル
が
_

會

の

强

制

カ

を

是

饑

し

や 

う
^
3し

1:
;、
社
會
の
一
.員
乙
な
る
こ
ビ
に
個
人
の
意
思
.
 

5:
.尊
重
し
、
職
分
的
に
#

れ

ね

る

聯

舍

(functional 

I
 

as
5
0
d

注
0

1

を
以

0

 H

す
る
說
を
稱
へ
る
の
は
當
然
で 

あ
る
P(

拙
稿「

o
V
D
,
H
. 

C
o
l
e
.

の
新
著
一1

種」

參
照)

即
ち 

個

人

の

自

覺

で

あ

る

。
，個

人

が

®

已

の

人

格

.價

値

を

發 

»
す

る

：
こ

く̂
人

生
0
意

義

を

發

見

し

、

自

己

.と

云

ふ 

立
脚
地
化
立
.■つ
‘て
社
會
全
般
の
諸
®
象
を
'批
剑
し
や
う 

す
す
る
^
う

に

欲

つ

：
た

の

；
で

：
あ

：
る

：
。

此

の

«
«|
の

發

達”
 

.

:

.

.

第

九

號' 

i

-

4
i|
在
I I
|
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pi
Iffill

k
M
# 
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り
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第

十

四

饴

(

一
3
!
1八)

雑
.，

‘錄
社
#の弦制
カ

.

.

.

. 

- 

パ

，
.
.
. 

•

^•
共
に
*

會
を
改
逍
货
ん
ミ
^

る
意
圖
&-
1;
起
し
'て
來 

み
の
で
あ
ぁ
る
。
太
な
る
自
覺
者
は
大
«;
'る
|

^
で
あ
る
：
£

-

此
點
を
_

視
1>
,
た

芳f

々
ケ
ム
の
學
說
がK

才
の
現
象
‘
 

を
說
明
し
得
な
.い
の
は
東
當
然
で
.
_る
と
去
へ
ゃ
ぅ
々
： 

^•
吹
際
^!
於
け
る
®
脅
の
强
制
力
は
如
何
。
也
の
場
合
一 

.

#
會
の
强
制
は
#
個
人
に
依
.つ「

て
是
否
の
•判

斷

を

下

さj 

れ
る
。
然
る
に
社
會
め
强
调
は
其
0
個
人

0.

:

:到
斷
如
何 

ゆ
拘
&

.t
'
行
は
れ
る
の
.で
あ
る
。
例
へ
枝
所
謂
先
*
者 

が
當
峙
行
は
作
て
居
る
社
會
め
_
制
炉
不
當
で
あ
る
こ 

と
を
.看
破
し
、
是
を
破
藥
す
る
：乙
ビ
を
稱
.へ
た
ど
し
て
一 

も
、
實
際
k

於

い

：て
：味

更

代

多

く

の

*;
,醒
者
の
出
づ
.る
べ
.
 

造
翁
牲
著
た
る
を
免
れ
贫
い
が
然
ら
ば
何
を
標
準
ビ
し 

一| 

'7
:
社
« ;
§.
.强

制
.を

患

非

す

べ

，き

で

あ

る

，
か

。

佘

は

.未

だJ
 

積
a

的
に
是
に
對
す
る
、解
答
を
求
む
る
こ
ど
が
出
來
な 

い
，。
:雕
消
極
的
^

谷
個
人
の
»

風
，の
#
重
、
少
X
と
名
.
 

n 

I
ダ
_
示
す
が
如
く
;'「

社
會
は
何
人
を
も
殺
す
權
利
.

を
持
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
鬼
^
两
死
は
地
上
に
於
け

ゝ
第
九，
诚

.

一
四
四

る
人
格
の
完
圣
な
；る
.斷
絕
を
意
味
f

み
か
&
:で
あ
か

 ̂

^
し
た
の
11

:
贊
す
る
。(

©
:
>
1
6
:
|0
^
: cit 

p, 

I
3
s
‘

)

•

.パ
爾
忙
吾
人
が
前
述
甘
る
«5
替
因
璣
等
に
S

て
な
せ 

る
行
爲
は
就
い
て
も
同
様
な
ご
呢
が
云
へ
积
吾
人 

の
反
«
的

意

思

の

働

い

、
た

時

に

は

：
、

.；
，
固

已0
.
人

格

俱

値
 

J

^

g

^
_

對

し

て

有*
義

で

あ

る'場

合

か、
< 若

し

く

は

行
 

，
ぶ

も

行

は

ざ

る

も

何

等

..乙

れ

ビ

相

影

響

せ

ざ

る

場

令

は
 

其
の
慣
習
を
狞
ふ
だ
ら
ぅ
。
社
®

の
法
#
的
拘
朿
も
同 

'樣
で
.あ
る
。
往
來
の
左
侧
を
.通

行

す

は

吾

人

の
 

人
格
：價
値
の
完
成
に
何
の
影
響
も
な
い
。
然
る

;̂
極
度 

，の
，言
■
取
締
、
若
し
ぐ
は
滕
逬
等
ば
極
め
て
大
な
る
影 

響
を
及
ぼ
す
。
前
者
に
服
從
す
る
：者
ゼ
雖
も
後
者
に
對 

，し
て
服
從
し
得
な
い

の
は
、
少
し
く

0
已
を
意
識
し
た 

る
：.者
の
當
然
の
行
爾
で
あ
る
せ
.云
へ
や
ぅ
。
：

'.
:

以
上
の
議
論
は
®

め
，nc
粗
雜
で
.あ
る
。
然
.

.L
'®
人
が 

デ
ュ
ル
ヶ
ム
の
所
論
i

ベ
、
そ
れ
が
人
類
の
本
能
的
® 

動
生
活
に
.於
ぃ
て
&

眞
賞
で
ぁ
る
でV」：

を
！S

む
る
と
共

に
ヽ
社
會
の
意
義
は
個
人
を
基
礎

す̂
る
も
の
で
ぁ
つ

つ
て
デ
,'
ュ
ル
ヶ
ム
：の
考
ふ
る
が
如
ぐ
社
會
の
強
制
力
は 

偉
大

で
な
く
大
い
に
制
限
の
存
す
る
乙

€
を
明
か
に
し 

た
と
思
ふ
。

ft
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の
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制
力
に
關
す
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議
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止
ま
ち
な
い
。
棘

^
多
數
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義
ど
祉
會
の
强
制
カ
ミ 

の
關
係
は
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多
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を
提
供
す
る
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⑩
し
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ば
崔
を
阻
日
に
«

り
之
>
に
は
上
述
の
緒
點
に
：對
す
る 

1
解
答
を
提
示
.す
る
に
止
.め
て
置
ズ
。
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植
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を
紹
介
し
や
ぅ
4
風
，ふ
の
.で
あ
る
。
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コ
1

ル
は
ギ
ル
ド
：社
會
囊
の
主
張
奢
で
ぁ
る
。
彼 

の
說
-く
所
も
文
继
づ
て
ギ
ル
ド
マ
y
の
思
想
を
其
の
根 

牴
ぢ
し
.て
，居
る
の
は
當
然
で
ぁ
る
。
是
等
ニ
槌
の
書
の 

到
る
處
に
於
い
て
.
«

の̂
良
本
的
_
治

(
d
e
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o
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t
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self-go 

v
e
r
.t
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m
e'p
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i
n
d
u
s
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y
)

を
說
い
て
居
る
。
彼 

の
社
會
學
說
を
亦
此
の
點
に
於
い
て
構
成
さ
れ
る
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